
□　ロータリー青少年交換は、1974年に理事会で採択された国際ロータリーのプログラムである。

□　ロータリー青少年交換プログラムは、海外の人々と交流し、外国での生活を通じて異文化を体験する

　　機会を青少年に提供する。異文化出身の学生との交流を通じて、受入クラブ、ホストファミリー、

　　そして地域社会が豊かになる。このプログラムは、青少年の国際理解と親善の精神を育み、

　　平和の構築と維持に不可欠な異文化理解能力の養成に役立つものである。

□　各ガバナーは、地区内の青少年交換プログラムの監督と管理に対し責任を負う。地区の 

　　青少年交換役員または委員会は、ガバナーの監督下に置かれ、ガバナーに報告を行うべきである。

□　事務総長は、地区認定プログラムを管理するものとする。認定を受けるためには、地区の全青少年交

　　換プログラムは、RIの青少年保護方針、および事務総長によって定められたその他の要件を順守する

　　ものとする。青少年交換プログラムに参加するには、受入地区と派遣地区の両方が、事務総長から

　　認定を受けなければならない。 

□　地区は、地区青少年交換プログラムを含む法人組織または同様の正式な法的組織を設立しなければ

　　ならない。地区はまた、多地区合同プログラムの範囲内で実施される地区活動のために法人化された

　　多地区合同青少年交換プログラムに加入することによって、この要件を満たすこともできる。

□　事故、死亡、早期帰国、犯罪、虐待やハラスメント（嫌がらせ）の申し立てなど（ただしこれに限る 

　　ものではない）、すべての事態は、この事態の報告を受けてから72時間以内に、RIに報告するものと

　　する。72時間以内のRIへの事態報告を怠った場合、地区の青少年交換への参加資格の停止、または

　　順守不履行について事務総長により決定されたその他の措置が実施される場合がある。RI理事会は、

　　個人、クラブ、地区が、適時の報告を故意に行わなかったことを知った場合、クラブを終結させる

　　場合がある。

□　青少年交換プログラムの参加者は、交換の開始時に年齢15～19歳の学生を対象とする。ただし、

　　特定の国における法律および規制がこれを認めない場合は、この限りではない。18歳以上の学生は、

　　参加クラブと地区が相互に合意した場合は参加することができる。 

□　青少年交換は、プログラムの資格要件を満たし、クラブまたは地区により推薦された青少年であれば、

　　誰でも参加することができる。参加者は、学業成績が平均以上であるべきである。 

□　学生は、受入先地域において、ロータリーの価値、超我の奉仕に献身を反映し、さらに平和構築者と

　　して、自己、母国、そしてロータリーを代表しなければならない。相手を尊重し、責任を持って行動　　

　　し、プログラムならびに世界のロータリーを代表する者としての自分の役割に相応しくあるべきであ

　　る。

□　青少年交換に関与する個人全員を慎重に選考する手続きは最も重要であり、

　　細心の注意と配慮をもって行われるべきである。

□　本プログラムに関与するすべての成人（ロータリアンおよびロータリアン以外）、すなわち委員、

　　ホストファミリー、クラブのカウンセラー、その他の人々（ただしこれらの人々に限らない）は、

　　プログラム運営、規定、および虐待とハラスメントの認識と予防に関する情報を含む研修を受けなけ

　　ればならない。

□　地区とクラブは、ROTEXなどの青少年交換学友グループを設立し、

　　公式のロータリー学友会として認証を受けるよう奨励されている。

青少年交換

ロータリー青少年交換（ロータリー章典2020.01 41.070 抜粋）



※　参考資料

□　（左画像）青少年交換ハンドブック

□　ローター青少年交換　参加認定書

（My Rotary からダウンロード可）

※　別紙 アジェンダ「青少年交換プログラム」.pptxを参照

□　次年度に地区での交換を休止する場合、または交換の数を著しく減らす場合には、その時間を地区で

　　の青少年交換プログラムの強化に充てていただけることを願っております。

　　■　青少年保護の取り組みを強化：地区が使用しているボランティアと学生用の研修資料を見直し、

　　　　地区での方針と手続きを再検討し、専門家と相談して危機管理プランの更新・改善を行ってくだ

　　　　さい。

　　■　地区委員会を強化：地区の青少年交換委員会の結束と活動が、かつてないほど重要になっていま

　　　　す。次年度以降もダイナミックな委員会を維持するために、引継ぎ計画を立ててください。

　　■　学友とのつながりを強化：帰国した学生、特にコロナウイルスの影響で早期帰国した学生に連絡

　　　　してください。関係を培い、ロータリーファミリーとのつながりを深めてもらうことに力を入れ

　　　　ることで、留学が終わった後にも学生が意義ある経験を続けていくことができます。

参考資料

2021-22年度　青少年交換委員会予定事業

役割と責務


